


































































































革とともに述べられている。教養教育 は、一般教育の消滅 教養教育の展開と う状況のもとにおいて展開された
（９）
。一般

































士課程教育の構築に向けて』以降、用いられるようになった。いわゆる質保障との関連性もあり、同答申において指摘されている「何を教えるのか」から「何ができるようにするか」への転換は、関係者では広く共有されている。しかし「何が きるようにするか」への転換は、「何を教えるのか」との間の結合能力とともに、俯瞰能力、あるいは学習転移の課題である直接の効果性と遠距離性が伴われる問題でもある。アカデミック・ライティング等におけ 専門科目の学習を通じて行う実践的な訓練への拡充に至っては、昨今の自由教育における一般教育への接近とともに、前述した一般教育の意味 なかに含まれ 基礎陶冶と高次の一般陶冶の連続性との関連性において捉えられる性質をもっている。　
後述するように、トロウの高等教育発展段階説の特徴は、前段階の








































































































る点では、広領域カリキュラムは学問領域 再編成に止ま ず、新しい学問領域の構成に及ぶカリキュラム類型に等しい。いわゆ 各地区大学一般教育研究会にもうかがえ ように、大学レベルの一般教育に関しては、大学一般教育と 称される。前述した一般教育に関する研究活動にしても、文理学部系統に該当す 教員たちを中心にして着手されている。新制大学における教育課程は、カリキュラム統合の移行過程に即して捉え切れない性質をもっている。　
教育課程論と密接な関連性をもっているカリキュラム研究は、個々









































































































educational sociology ） が 「教師のための社会学」
とされたことにも起因する。もっとも、この場合における「教師のための社会学」の対象は、 員養成 大 や専門学校の講義であった。しかしながら教育 社会学へのパラダイム・シフト かかわらず、日本教育社会学会の英文名称は依然として、
educational sociology
が用











































アメリカの高等教育制度が開発した や機能のうち 単位制度、モジュラー・システム 授法、 育課程、コース・プラン、評価、学士課程、あるいは質保証や到達度と関連性がある達成度はいずれも、一般教育導入時期に導入されている。大学改革・大学教育改革における中核的な用語は、一般教育導入との関連性において理解する必要が高い教育学用語でもある。　
大学設置基準の省令化以前、一般教育社会科学系列における設置科























































































































































































































自由学芸に該当する諸領域を横切りながら新旧文化諸要素間の相互適応に関する試みでもあ 。一般教 に関しては、カリキュラムを通じて行われる教養教育と いわれてきた。しか 学術分類上では、教育学は、専門職業分野に分類される学問領域である。しかしながらそれは一方では、教育学は新旧文化諸要素間の相互適応の対象範囲に該当するという命題も成立させる。　
一般教育は、新制大学における教育課程の広領域化に関する中核的
原理として導入された。それは、一般教育と広領域カリキュラムの密










変動社会における自由教育とも称される。その意味では、変動社会に呼応する幅と段階が要請される。一般教育の基礎概念は、自由学芸と教育学の連続的把握と見做すのが妥当であるように推察される。新制大学における教育課程の広領域化に関する中核的原理としての導入と初等教育から高等 を対象 する教育課程の全体化の中核的原理には対応が認められることや新たな国際比較研究の枠組として提唱されているトロウモデルと知識モデル うかがい知れる一般教育の統合性は、そのあたりを裏づけさせる。　
現行省令大学設置基準第二十五条の三「大学は、当該大学の授業の


































































































































































































































































































































































































































































































































  正確には、 発見の学識 （








































































































































































































































































































































































existing cultural  elements.   General higher education attempts  such mutual  adaptation 
among new and existing cultural elements between  liberal arts and pedagogy  in a cross-
sectional manner.  However, pedagogy is classified academically  into professional education 
while general education is considered liberal arts provided within the curriculum.  The theory 
of curriculum is associated with a range of social reforms because the arrangement and range 
are considered as foundations.  This suggests that comprehensive adaptation among new and 
existing cultural elements, which are the subjects of general education, are required over broad 
ranges or fields.  However, this suggestion also forms the proposition that pedagogy applies 
to the subject range of mutual adaptation among new and existing cultural elements.  In this 
study, we seek to identify keys to draw a contrast between the range of social reforms with 
the theory of curriculum, sociology, and educational sociology, and discuss the basic concepts 
of general education. 
